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利根保健生協　2024 年 3 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・28,688 人

出 資 金 額・・・・1,605,040,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・55,948 円

理事33人　監事4人　総代204人　班長1,529人

＊3月の新規加入組合員数は、65人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,100　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

　

老
眼
が
進
ん
だ
た
め

で
あ
ろ
う
か
？ 

あ
れ

ほ
ど
楽
し
か
っ
た
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
さ
え
観
る
パ
ワ

ー
が
不
足
す
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
数
年
ぶ
り
に
夢
中
に
な

っ
た
の
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
コ
メ
デ
ィ
ド
ラ
マ
「
不
適
切
に

も
ほ
ど
が
あ
る
！
」
だ
▼
主
人
公

の
小
川
は
い
わ
ゆ
る
“
昭
和
お
じ

さ
ん
教
師
”。
職
員
室
は
た
ば
こ

の
煙
が
蔓
延
。
一
人
の
失
敗
は

共
同
責
任
で
あ
り
、
全
員
そ
ろ

っ
て
ケ
ツ
バ
ッ
ト
！
と
い
っ
た

懐
か
し
い
風
景
に
こ
こ
ろ
が
和

ん
だ
。
そ
ん
な
小
川
が
、
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
１
９
８
６
年
か

ら
２
０
２
４
年
の
現
在
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
多
様
性
重

視
の
令
和
の
人
々
に
と
っ
て
、

正
に
不
適
切
！
な
存
在
で
あ
っ

た
は
ず
の
小
川
の
言
葉
や
振
る

ま
い
が
、
令
和
の
人
々
に
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
く
と

い
う
展
開
で
あ
る
▼
最
終
回
で

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
寛
容
に
な

り
ま
し
ょ
う
」
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

被
害
者
と
加
害
者
。
絶
対
に
相

ま
み
れ
な
い
立
場
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、
会
話
を
交
わ
し
て
ド

ラ
マ
は
終
了
と
な
っ
た
。
そ
し

て
最
終
回
の
テ
ロ
ッ
プ
は
「
こ

の
作
品
は
、
不
適
切
な
台
詞
が

多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
時
代
に

よ
る
言
語
表
現
や
文
化
・
風
俗

の
変
遷
を
描
く
本
ド
ラ
マ
の
特

性
に
鑑
み
、
２
０
２
４
年
当
時

の
表
現
を
あ
え
て
使
用
し
て
放

送
し
ま
し
た
」
で
あ
る
▼
私
た

ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

凝
り
固
ま
っ
た
型
に
は
め
込
ん

で
物
事
を
決
め
つ
け
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
？ 

い
つ
の
日
か
、

い
ま
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時

代
の
当
た
り
前
が
不
適
切
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
？　

そ
ん

な
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
つ
ま

で
も
寛
容
で
柔
軟
な
こ
こ
ろ
を

持
ち
つ
づ
け
な
が
ら
歳
を
重
ね

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
看
護
部
長
・
布
施
）

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

一人ひとりが生協に「加入・利用・参加」することを基本とし、「個人加入」をおすすめしています。

　

４
月
１
日（
月
）「
利
根
保
健
生
協
辞
令
交
付
式
」
が
開
催
さ
れ
、
46
人
の
職
員
が

新
し
く
入
職
し
ま
し
た
。
交
付
式
後
の
２
日
間
の
研
修
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
規

律
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
心
構
え
、
当
生
協
の
概
要
と
医
療

福
祉
生
協
を
理
解
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
15
人
・
研
修

医
６
人
を
は
じ
め
、
看
護
師
な
ど

看
護
系
職
員
11
人
、
理
学
療
法
士

4646
人
の
新
入
職
員

人
の
新
入
職
員

利
根
沼
田
の
医
療
・
福
祉
を
担
う

利
根
沼
田
の
医
療
・
福
祉
を
担
う

写
真
撮
影
の
た
め
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
い
ま
す

辞
令
交
付
式

な
ど
技
術
系
職
員
７
人
、
歯
科
衛

生
士
２
人
、
事
務
系
職
員
５
人
と

幅
広
い
職
種
か
ら
総
勢
46
人
が
入

職
し
ま
し
た
。

　

大
塚
理
事
長
か
ら
は
、「
当
生

沼
田
東
支
部
11

　

 

石
田　

宇
平

　

 

大
木
カ
ツ
子

　

 

大
竹　

俊
夫

　

 

小
幡　

普

　

 

金
子
れ
い
子

　

 

狩
野　

裕
子

　

 

黒
崎　

敏
一

　

 

田
中　

檀

　

 

西
村　

益
美

　

 

平
賀　

信
夫

　

 

本
間
裕
美
子

沼
田
中
支
部
６

　

 

生
方　

民
子

　

 

須
田
ゆ
り
子

　

 

林　
　

経
子

　

 

原　
　

勇

　

 

布
施
キ
ミ
江

　

 

吉
野　

峯
子

沼
田
西
支
部
８

　

 

生
方
勢
津
子

　

 

大
平　

則
子

　

 

加
藤　

岩
男

　

 

金
子　

元
二

　

 

小
池
よ
し
子

　

 

小
林　

正
子

　

 

塩
野　

國
造

　

 

深
代　

建
子

沼
田
南
支
部
６

　

 

飯
田　

武
一

　

 

小
林　

宏
治

　

 

田
邉　

純
一

　

 

中
島
サ
ト
子

　

 

山
本　

曜
子

　

 

綿
貫
新
一
郎

沼
田
北
支
部
13

　

 

井
之
川
博
幸

　

 

大
渕　

康
宇

　

 

木
榑　

峰
子

　

 

小
林　

光
夫

　

 

金
野　

隆
子

　

 

斎
藤　

一
章

　

 

高
橋　

英
子

　

 

武
井
喜
久
子

　

 

中
村　

哲
雄

　

 

星
野　

好

　

 

星
野
ト
キ
エ

　

 

星
野
ひ
さ
子

　

 

増
田　

幸
男

利
南
支
部
14

　

 

阿
彦　

昭
弘

　

 

梅
澤　

章
二

　

 

大
竹　

春
江

　
 

岡
本　

明

　
 

櫻
井　

厚
子

　
 

髙
井　

和
平

　

 
武
井
理
恵
子

　

 
角
田　

聖
嗣

新
総
代
紹
介
（
支
部
別　

50
音
順
）

◆
任
期
：
２
０
２
4
・
４
・
１
〜
２
０
２
6
・
３
・
31

　

 

⻆
田　

宏
枝

　

 

戸
田
ト
モ
子

　

 

西
畠
み
ど
り

　

 

長
谷
川
孝
子

　

 

船
越
久
美
子

　

 

吉
野
ミ
チ
ル

池
田
支
部
８

　

 

大
河
原　

茂

　

 

大
嶋　

秀
之

　

 

太
田　

延
夫

　

 

小
野　

光
良

　

 

木
村　

正
和

　

 

齋
藤　

豊

　

 

増
田　

智

　

 

峰
川　

巻
男

薄
根
支
部
13

　

 

石
田
真
由
美

　

 

五
十
嵐
一
夫

　

 

石
原　

政
三

　

 

小
野
里
友
一

　

 

片
野　

裕
美

　

 

木
村　

廣
志

　

 

小
林　

順
一

　

 

佐
藤　

生
一

　

 

滝　
　

四
郎

　

 

田
中　

洋
三

　

 

奈
良　

秀
男

　

 

野
村　

武

　

 

笛
木　

信
行

川
田
支
部
７

　

 

生
方　

準
一

　

 

三
枝
美
津
乃

　

 

佐
藤　

広
幸

　

 

田
村　

貴
子

　

 

千
喜
良
辰
男

　

 

野
口　

恭
子

　

 

平
井
ま
さ
子

白
沢
支
部
９

　

 

新
井　

悦
子

　

 

小
林
ゆ
み
子

　

 

⻆
田　

克
之

　

 

⻆
田　

梅
子

　

 

中
村
美
智
子

　

 

西
川
千
代
子

　

 

藤
井
エ
ミ
子

　

 

増
田　

智
海

　

 

若
狭
し
の
ぶ

利
根
北
支
部
８

　

 

秋
山　

達
男

　

 

井
上
さ
だ
子

　

 

金
子
吉
五
郎

　

 

小
林　

喜
市

　

 

小
林　

雄
三

　

 

中
澤　

貞　

　

 

星
野　

清
子

　

 

山
田　

廣
治

利
根
南
支
部
５

　

 

佐
々
木
美
恵
子

　

 

鈴
木
千
恵
子

　

 

鈴
木　

宏
政

　

 

⻆
田
よ
し
江

　

 

長
谷
川
久
代

片
品
支
部
12

　

 

高
橋
な
つ
子

　

 

千
明
み
江
子

　

 

千
明　

秀
藤

　

 

千
明　

博
治

　

 

千
明　

慶
之

　

 

永
井
し
づ
子

　

 

萩
原　

均

　

 

萩
原　

優
子

　

 

星
野　

和
久

　

 

星
野　

朝
助

　

 

星
野
つ
ね
子

　

 

山
崎　

直
康

川
場
支
部
８

　

 

入
澤　

一
博

　

 

高
橋
い
づ
み

　

 

田
中　

利
明

　

 

戸
丸　

清
子

　

 

信
澤　

昇

　

 

原
田
み
つ
江

　

 

宮
田　

勉

　

 

村
山
三
枝
子

月
夜
野
東
支
部
12

　

 

江
口　

健
己

　

 

木
村
か
よ
子

　

 

櫛
渕　

明
夫

　

 

近
藤　

民
治

　

 

杉
山
久
美
子

　

 

髙
橋　

恵
子

　

 

都
丸　

富
子

　

 

中
村　

秀
夫

　

 

羽
鳥　

殖
夫

　

 

深
津
ハ
ル
イ

　

 

藤
岡
紀
代
子

　

 

横
田　

伸
次

月
夜
野
西
支
部
11

　

 

飯
塚　

静
江

　

 

石
田
千
恵
子

　

 

斉
藤
と
し
子

　

 

鈴
木
初
太
郎

　

 

高
橋　

公
利

　

 

高
橋　

芳
子

　

 

原
澤　

忠
告

　

 

原
澤　

芳
雄

　

 

原　
　

幸
弘

　

 

平
井　

町
子

　

 

茂
木
美
江
子

水
上
支
部
12

　

 

阿
部
き
よ
子

　

 

稲
垣　

茂
治

　

 

岩
井
た
け
子

　

 

大
塚
満
喜
子

　

 

木
村　

栄
一

　

 

木
村　

久
子

　

 

小
林
マ
サ
子

　

 

鈴
木　

文
子

　

 

髙
橋　

吉
明

　

 

南
雲
由
紀
子

　

 

羽
鳥　

孝
子

　

 

綿
貫
は
る
子

猿
ヶ
京
支
部
５

　

 

小
杉　

芳
江

　

 

林　

信
一
郎

　

 

林　
　

武

　

 

林　

千
惠
子

　

 

林　
　

誠
行

須
川
支
部
６

　

 

大
川　

玉
枝

　

 

甲
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陽
子

　

 

林　
　

寛
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笛
木　

久
寿

　

 

本
多　

太
一

　

 

本
多　

宏
門

新
巻
支
部
８

　

 

伊
勢
野
治
男

　

 

大
坪
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美
子

　

 

岡
田
美
知
子

　

 

富
澤　

豊

　

 

中
村　

茂
子

　

 

林　
　

和
枝

　

 

原
澤
あ
き
子

　

 

本
多　

春
代

昭
和
東
支
部
８

　

 

石
井　

美
江

　

 

加
藤
由
美
子

　

 

反
町　

玲
子

　

 

高
橋　

美
和

　

 

林　
　

節
雄

　

 

馬
場　

泉

　

 

星
野
か
ね
子

　

 

吉
野
し
げ
子

昭
和
南
支
部
８

　

 

加
藤　

友
子

　

 

小
林
き
み
子

　

 

大
門　

信
子

　

 

竹
内　

里
美

　

 

堤　
　

輝
枝

　

 

⻆
田　

惠
子

　

 

廣
田　

健
一

　

 

真
下　

廣
行

高
山
支
部
６

　

 

登
坂　

茂
喜

　

 

中
嶋　

孝

　

 

平
形
富
二
夫

　

 

廣
瀬
奈
巳
江

　

 

福
原　

寛

　

 

星
野　

育
雄

吾
妻
郡
１

　

 

関　
　

孝
之

赤
城
・
子
持
1

　

 

宮
内　

政
己

第48回

通常総代会

利根保健生活協同組合
　　　　理事長　大 塚 隆 幸

　　  2024 年
　　  6月22日（土）
　9時00分開会（予定）

利根沼田文化会館
大ホール

地域住民の方々から信頼してもらえるよう日々精進してまいります地域住民の方々から信頼してもらえるよう日々精進してまいります！！

協
は
地
域
の
組
合
員
、
住
民
の
要

望
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
、
で
き

る
限
り
対
応
す
る
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
診
療
科
、
介
護
施
設
を

有
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
守
る
た

め
に
も
、
得
意
分
野
だ
け
で
な

く
、
専
門
外
で
も
職
種
間
の
連
携

を
も
ち
対
応
す
る
こ
と
が
、
当
生

協
の
立
ち
位
置
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
困
難
に
直
面
し
た

時
は
初
心
に
立
ち
返
っ
て
、
医

療
・
介
護
を
志
し
た
こ
と
を
思
い

だ
し
て
く
だ
さ
い
。
仲
間
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

周
囲
の
人
と
話
を
し
て
解
決
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
関
原
病
院
長
、
中
澤

利
根
歯
科
所
長
、
都
築
在
宅
総
合

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
も
激
励
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
を
代
表
し
て
、
事
務

員
の
齋
藤
夏
颯
さ
ん
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５

類
に
な
り
人
々
の
行
動
変
容
に
よ

り
、
こ
の
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
ま
し
た
。
感
染
症
の
み

な
ら
ず
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
て

医
療
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
も
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
も
利
根
沼
田
の
医
療
・

福
祉
を
担
う
職
員
と
し
て
地
域
住

民
の
方
々
か
ら
信
頼
し
て
も
ら
え

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

中
途
採
用
者
も
含
め
44
人
が
参

加
し
た
研
修
は
、
感
染
予
防
も
考

慮
し
て
講
義
形
式
を
中
心
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
員
が
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
用
紙
を
使
っ
て
、
そ
の
職
業
に

就
い
た
理
由
な
ど
自
己
紹
介
。
講

義
は
「
利
根
保
健
生
協
の
事
業
と

活
動
の
紹
介
」、「
院
内
感
染
」、

「
医
療
安
全
」「
個
人
情
報
保
護

法
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
な
ど
で
し
た
。

ま
た
、「
社
会
人
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
接
遇

マ
ナ
ー
」
の
実
習
で
は
、
真
剣
に

挨
拶
の
実
践
に
と
り
く
む
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。「
身
だ
し
な
み

か
ら
気
を
配
り
真
摯
な
態
度
で
患

者
さ
ん
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
」「
頼
り
に
さ
れ
る

医
療
従
事
者
と
し
て
の
言
動
に
と

て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
仕
事
へ
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
職
員
研
修

　利根保健生活協同組
合定款50条に基づき、
第48回通常総代会を以
下の通り行います。
　総代・正副支部長の
皆さまには別途ご通知
いたします。

日時

場所



４
月
10
日
、新
人

看
護
師
８
人
と
初

期
研
修
医
６
人
に

組
合
員
７
人
が
参

加
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
組
合
員
さ
ん

に
模
擬
患
者
役
を

務
め
て
い
た
だ
き
患

者
様
の
情
報
収
集

の
た
め
の
面
接
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
振
り
返
り
を
行

い
、
医
療
従
事
者
と
し
て
患

者
様
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
の

改
善
点
や
反
省
点
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
各

自
で
今
後
の
患
者
様
と
の
関

わ
り
方
に
お
い
て
大
切
に
し

た
い
こ
と
を
考
え
共
有
し
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て

得
た
気
づ
き
や
学
び
を
今
後

の
業
務
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
６
月
と
11
月
に

開
催
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
企
画

を
今
年
は
桜
の
時
期
に
合
わ

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

直
前
に
寒
い
日
が
続
き
、

残
念
な
が
ら
桜
は
ひ
と
つ
も

咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
曇
天
の
肌
寒
い
日
に
も

関
わ
ら
ず
38
人
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
が

満
開
だ
っ
た
ら
す
ご
い
ね
」

「
満
開
の
時
に
も
う
一
度
来

た
い
」「
良
い
下
見
が
で
き

た
」
な
ど
の
暖
か
い
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
は
満
開
の
桜
の
下
、

開
催
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

３
月
26
日
に
第
８
回
利
根
中

央
病
院
似
顔
絵
セ
ラ
ピ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
普
段
は
病
棟
患

者
様
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
外
来
患
者
様
と

組
合
員
さ
ん
を
対
象
に
計
11
人

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
方
と
ゆ
っ
く

り
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
た

め
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

お
話
さ
せ
て
も
ら
う
中
で
と
て

も
新
鮮
に
感
じ
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
外
来
患
者
様
は
村
岡

ケ
ン
イ
チ
先
生
に
、
組
合
員
さ

ん
は
当
院
ス
タ
ッ
フ
が
絵
に
思

い
を
乗
せ
て
描
き
ま
し
た
。
完

成
し
た
作
品
を
お
渡
し
す
る
場

面
で
は
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
で
似
顔
絵
セ
ラ

ピ
ー
に
限
ら
ず
、
他
の
ア
ー
ト

で
地
域
住
民
の
方
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

研
修
医
自
己
紹
介

利
根
中
央
病
院

�

宇
う
佐
さ
美
み
 千
ち
晴
はる

千
葉
県
八
千
代
市
出
身

群
馬
大
学
卒

大
学
で
は
ス
キ
ー
部
に
所
属

し
て
お
り
、
利
根
沼
田
地
域
に

は
ス
キ
ー
で
よ
く
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
特
に
か
た
し
な
高
原
ス

キ
ー
場
に
は
よ
く
練
習
に
行
っ

て
お
り
、
馴
染
み
深
い
地
域
で

す
。
地
域
の
皆
様
を
支
え
ら
れ

る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

�

小
お
野
の
 慎
しん
太
た
郎
ろう

み
な
か
み
町
出
身

広
島
大
学
卒

地
元
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

当
院
で
の
初
期
研
修
を
志
願
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
医
療
の

点
か
ら
利
根
沼
田
に
つ
い
て
じ

っ
く
り
考
え
、
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
役

に
立
て
る
よ
う
日
々
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

�

木
き
村
むら
 優
ゆう
也
や

高
崎
市
出
身

群
馬
大
学
卒

大
学
時
代
は
、
利
根
沼
田
地

域
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

で
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
学

生
実
習
で
は
沼
田
市
の
様
々
な

レ
ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
ま
し
た
。

美
味
し
い
ご
飯
と
美
し
い
自
然

の
あ
る
利
根
沼
田
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�

熊
くま
谷
がい
 ちとせ

東
京
都
文
京
区
出
身

群
馬
大
学
卒

利
根
沼
田
地
域
は
、
大
学
の

実
習
で
訪
れ
た
ほ
か
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
趣
味
の
登
山
を
し

た
こ
と
が
あ
り
、
豊
か
な
自

然
と
地
域
の
皆
様
の
温
か
み
を

日
々
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
皆

様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

鈴
すす
木
き
 美
よし
博
ひろ

福
井
県
福
井
市
出
身

群
馬
大
学
卒

利
根
沼
田
地
域
に
は
、
登
山

や
尾
瀬
の
観
光
で
頻
繁
に
訪
れ

て
お
り
ま
し
た
。
特
に
谷
川
岳

に
は
春
夏
秋
冬
と
訪
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
来
る
度

に
そ
の
山
容
に
圧
倒
さ
れ
て
ば

か
り
で
あ
り
、
雄
大
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
こ
の
地
域
が
大
好
き

で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

�

髙
たか
岡
おか
  凌
りょう
太
た

愛
媛
県
松
山
市
出
身

愛
媛
大
学
卒

沼
田
市
に
は
両
親
の
移
住
が

き
っ
か
け
で
初
め
て
訪
れ
ま
し

た
。
故
郷
の
四
国
で
は
見
ら
れ

な
い
雪
景
色
に
感
動
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
皆
様
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

（２）第656号2024年５月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

住所や氏名が変わったとき、組合員がお亡くなりになったときには、ご連絡ください。生協本部　☎ 0278（22）6060

温かい気持ちをもらった 似顔絵セラピー
利根中央病院

利根
中央病院

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

昭
和
村
工
業
団
地
で
お
花
見

健康づくり
委員会主催

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画

　いつも家族がお世話になり、ありがとうございます。
　母は昨年、宇敷先生に診ていただいておりました。食事が出来なくなり、ＣＶで
半年以上食事はできなかったのですが、本人の意思で飴をなめたり、ゼリー、メイ
バランスを食べられる様になり、老健で食事を食べられる様になり、現在はムース
食を完食しているそうです。
　今は、ご飯を食べたいと意志を伝えているそうです。「人間の命。今よりもっと
良いこと。希望を持つというのが大切なのかなと、母を見ていて思います」命をつ
ないでいただいて、ありがとうございます。

回答 　「ご飯を食べたい」という気持ちをかなえたいと、リハビリ、看護ス
タッフとともに、ケアさせていただきました。訪問看護ステーションの皆さんも
工夫してくださいました。
　中心静脈栄養のポンプを使いながらも在宅での療養に踏み切ってくださり、
ご自宅でも自主練習といって根気よく発声練習や口腔ケアに取り組んでくだ
さったご家族の協力があったからこそ、食べられるようになったのではないかと
思います。施設でおいしそうにご飯を召し上がる姿が目に浮かびます。
　誤嚥して肺炎になるのは危険だといって、あきらめてしまうのではなく、「希
望をもつことが大切」ということ、改めて教えていただいたと思います。この経
験は、当院の摂食嚥下のリハビリを進めていくうえで大きな励みになったと思
います。ご連絡いただき、ありがとうございました。

虹の箱投書 ▶利根中央病院 利用委員会

金か
な

井い 

和か
ず

夫お 

元
理
事
長

訃 

報

４
月
１
日
、
96
歳
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

１
９
５
８
年
、
病
棟
新
築
工
事

開
始
目
前
に
事
務
と
し
て
就
職
。

経
理
事
務
を
担
当
し
、
そ
の
後
病

院
事
務
長
、
常
務
理
事
、
専
務
理

事
を
経
て
理
事
長
を
１
９
９
７
年

～
２
０
０
７
年
ま
で
務
め
、
約
50

年
に
わ
た
っ
て
利
根
保
健
生
協
・

利
根
中
央
病
院
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
長
退
任
後
は
２
０
１
９

年
ま
で
顧
問
と
し
て
後
進
の
育
成

に
も
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
で
は
班
会
を
開
き
み
ん
な
の

い
こ
い
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

７月から
土曜日シャトル便が

完全予約制へ

● ご予約 ・ ご相談 ●
利根中央病院　生協ルーム

（通院支援係）

ＴＥＬ ： ０２７８－２２－５０５０

【受付時間】（月）～（金）９：００～１６：３０

　　　　　　         　 （土）９：００～１２：００

※ご利用は、 利根保健生協の組合員本人である

ことが条件です。

土曜シャトルは買い物
目的でも利用可能です！

利
根
歯
科
診
療
所

�

角
つの
田
だ
 萌
もえ
香
か

沼
田
市
出
身

新
潟
大
学
卒

幼
少
期
よ
り
慣
れ
親
し
ん
だ

利
根
沼
田
で
勤
務
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
歯
の

健
康
に
関
わ
っ
て
い
き
、
地
域

の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



理事会委員会紹介
「利根の保健」編集委員会

（３） 第656号2024年５月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

組合員通院支援の利用は、本人名義での組合加入が必要です。

2024. 5 月号私
た
ち
の
生
活
の

中
で
当
た
り
前
に

存
在
し
て
い
る
「
言

葉
」。
自
分
の
思
い
を

相
手
に
伝
え
た
り
、

相
手
の
言
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
上
で
ど
ん
な

と
き
に
も
欠
か
せ
な
い
の
が
「
言
葉
」
で
す
。

こ
の
「
言
葉
」
が
思
う
よ
う
に
使
え
な
く
な
る
、

そ
ん
な
障
害
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

こ
の
記
事
で
は
言
葉
の
障
害
「
失
語
症
・
吃
音
」

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
見
た

目
で
は
分
か
り
に
く
い
障
害
へ
の
理
解
、
接
し
方

な
ど
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

利根中央病院

言語聴覚士

宮田 未来

失
語
症
・

�

吃き
つ

音お
ん

に
つ
い
て

◦
運
動
性
失
語

左
脳
の
中
で
も
特
に
前
方

に
存
在
し
、
言
葉
を
表
出
す

る
（
声
で
言
葉
を
話
す
）
働

き
を
行
う
部
分
を
運
動
性

言
語
野
（
ブ
ロ
ー
カ
野
）
と

言
い
、
こ
こ
が
損
傷
さ
れ
る

と
運
動
性
失
語
（
ブ
ロ
ー
カ

失
語
）
が
生
じ
ま
す
。

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、

相
手
の
話
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
、
文
章
も
読
ん

で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
自
分
の
考
え
て
い

る
言
葉
が
す
ぐ
に
出
て
こ

な
い
（
言
え
な
い
）、
言
い

た
い
言
葉
と
全
く
違
う
言

葉
が
出
て
く
る
、
文
字
を
読

む
こ
と
・
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
特

徴
で
す
。

◦
感
覚
性
失
語

左
脳
の
中
で
も
特
に
後
方

に
存
在
し
、
言
葉
を
理
解
す

る
働
き
を
行
う
部
分
を
感

覚
性
言
語
野
（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ

ケ
野
）
と
言
い
、
こ
こ
が
損

傷
さ
れ
る
と
感
覚
性
失
語

（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
失
語
）
が

生
じ
ま
す
。

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、

言
葉
は
ス
ム
ー
ズ
に
出
て

く
る
も
の
の
、
相
手
の
言
っ

て
い
る
言
葉
を
理
解
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
態
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
外
国

語
で
何
か
を
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
感
覚
で
す
。
文
章

も
、
文
字
が
書
い
て
あ
る
こ

と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
何
を

書
い
て
い
る
の
か
意
味
が

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
話
し
て
い
る
本
人

も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
つ
じ
つ
ま
の
合

わ
な
い
会
話
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴

で
す
。

◦
混
合
性
失
語
・
全
失
語

左
脳
の
前
方
後
方
が
と
も

に
損
傷
さ
れ
る
こ
と
で
混

合
性
失
語
が
生
じ
、
さ
ら
に

重
く
な
る
と
全
失
語
を
生

じ
ま
す
。

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、

言
葉
を
話
す
・
理
解
す
る
こ

と
や
文
字
を
書
く
・
読
む
と

い
っ
た
全
て
の
能
力
が
障

害
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

失
語
症
の
方
と
話
す

と
き
の
ポ
イ
ン
ト

「
焦
ら
ず
」「
大
人
と
し
て

接
す
る
」「
言
葉
以
外
も
交

え
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

言
葉
が
出
て
こ
な
い
場
合

に
先
回
り
し
て
言
い
た
く

組合員及び職員の１２人で委員会を構成していま
す。毎月２回行う編集委員会にて、原稿の読み合わ
せや紙面校正を行います。印刷、梱包された機関紙
は毎月、１，５００人を超える地域の配布者さんの手配
りによって、各家庭に配布され、新聞や郵便物がた
まっている等異変の場合は、生協本部へ連絡し、行
政へとつなげる地域見守り活動を担っています。
当生協の機関紙は昭和３５年に発行され、６３年の
歴史をもっており、今日まで６５５号発行しています。
医療・介護・福祉・くらしの情報、各支部の活動、
病院や診療所の状況等々、くらしや健康に役立つ情
報が満載されています。特に人気があるのは、健康
や病気の予防に役立つ「医療相談室」で各科の医師
をはじめ職員がテーマごとに分担して執筆していま
す。組合員の皆様に医療やくらしに役立つ紙面作り
に努めていきます。

失
語
症
と
は

脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
で

脳
が
損
傷
し
、
こ
れ
ま
で
に

獲
得
し
た
「
聞
く
」「
話
す
」

「
読
む
」「
書
く
」
の
言
葉
の

機
能
に
問
題
が
生
じ
た
状

態
を
言
い
ま
す
。

失
語
症
の
種
類
と
症
状

言
葉
に
関
わ
る
重
要
な
部

分
は
、
主
に
（
右
利
き
の
方

95
％
、
左
利
き
の
方
70
％

が
）
脳
の
左
側
（
左
脳
）
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
左
脳
の
中
で
も
部
位

に
よ
っ
て
言
葉
の
機
能
が

分
か
れ
て
お
り
、
障
害
が
起

き
た
場
所
で
失
語
症
の
症

状
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
本

人
の
意
思
を
無
視
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
言

葉
が
ど
う
し
て
も
出
に
く

い
場
合
に
は
、「
は
い
」「
い

い
え
」
で
答
え
ら
れ
る
よ
う

な
質
問
に
す
る
な
ど
工
夫

が
必
要
で
す
。

失
語
症
は
、
認
知
症
と
異

な
り
、
物
事
の
判
断
力
自
体

は
低
下
し
て
い
ま
せ
ん
。
簡

単
な
言
葉
を
使
お
う
と
す

る
あ
ま
り
、
子
供
相
手
の
よ

う
な
会
話
を
す
る
の
は
望

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
言
葉
だ
け
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
振

り
手
振
り
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
な
ど
混
ぜ
る
こ
と
や
、
実

物
や
写
真
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
理
解
を
促

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

吃
音
と
は

言
語
障
害
の
中
で
も
う
一

つ
、
吃
音
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
吃
音
は
２
～
５
歳

頃
に
発
症
す
る
こ
と
が
多

く
、
５
～
８
％
の
割
合
で
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
言
葉
の
発
達

に
伴
い
自
然
に

消
失
し
ま
す
が
、

８
歳
を
過
ぎ
る

と
症
状
が
消
失

し
に
く
く
な
り
、

大
人
に
な
る
ま

で
続
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

症
　
状

語
頭
音
を
繰

り
返
し
た
り

（「
わ
わ
わ
わ
た

思
わ
れ
る
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
く
違
い

ま
す
。
吃
音
が
で
は
じ
め
た

き
っ
か
け
と
原
因
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と

吃
音
が
あ
る
人
に
対
し
、

「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
だ

よ
」「
落
ち
着
い
て
話
し
て

い
い
ん
だ
よ
」
な
ど
良
か
れ

と
思
い
言
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
実
は
よ
く
な
い

場
合
が
多
い
で
す
。
吃
音
が

あ
る
人
は
、
滑
ら
か
に
発
語

す
る
こ
と
が
難
し
い
だ
け

で
、
焦
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
は
相
手
の

話
を
「
ゆ
っ
く
り
聞
く
」
こ

と
を
心
が
け
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
人
に
よ
っ

て
は
助
け
舟
を
出
し
て
ほ

し
い
人
な
ど
も
い
る
た
め
、

「
あ
な
た
は
ど
う
し
て
ほ
し

い
？
」
と
本
人
の
考
え
方
を

聞
き
対
応
す
る
こ
と
も
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

し
・
・
・
」）、
引
き
延
ば
し

た
り
（「
わ
―
―
―
た
し
」）、

つ
ま
っ
た
り
（「
・
・
・
わ

た
し
」）
な
ど
し
、
滑
ら
か

に
発
語
す
る
こ
と
が
難
し

い
の
が
特
徴
で
す
。

原
　
　
因

吃
音
に
な
る
原
因
は
、
は

っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
体

質
的
な
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
環
境

の
変
化
や
両
親
の
し
つ
け

が
原
因
で
は
な
い
か
？
と

ブローカ野ブローカ野
（運動性言語中枢）（運動性言語中枢）

ウェルニッケ野ウェルニッケ野
（感覚性言語中枢）（感覚性言語中枢）

https://www.kango-roo.com/learning/3518/より引用https://www.kango-roo.com/learning/3518/より引用

https://sukusuku.tokyo-np.co.jp/life/59506/?amp=1より引用https://sukusuku.tokyo-np.co.jp/life/59506/?amp=1より引用

ブローカ野ブローカ野 ウェルニッケ野ウェルニッケ野
頭頂葉頭頂葉

後頭葉後頭葉

小脳小脳

延髄延髄

側頭葉側頭葉

前頭葉前頭葉

運動性失語運動性失語 感覚性失語感覚性失語
リンゴ…リンゴ…

あ…あ…あ…あ…

いいお天気いいお天気
ですねですね

名前は名前は
田中です田中です

https://allabout.co.jp/gm/gc/491788/より引用https://allabout.co.jp/gm/gc/491788/より引用
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日頃のくらしの中で生活の問題や医療・介護のことなど困っていることがあれば、ご相談ください。なんでも相談窓口　 　0120-034-321（無料）

た
ん
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間
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声
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寺
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時
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花
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よ
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の
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ラ
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で
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ウ
ク
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鳩
時
計

沼
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大
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美
鶴

み
な
か
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町
後
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番
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正
夫

古
稀
迎
ふ
る
吾
の
す
み
か
は
二
つ
の
み
愛
し
生
家
と

慣
れ
来
し
婚
家

ホ
ー
ル
内
響
き
わ
た
り
し
篠
笛
の
美
し
き
音
に

し
ば
し
酔
い
し
れ

代
掻
き
の
済
み
し
水
田
は
大
鏡
五
月
の
空
を

逆
さ
に
映
す

破
産
し
て
暗
暗
な
り
し
ス
ー
パ
ー
の
悲
鳴
に
も
見
ゆ

避
難
灯
の
あ
を

　
　
　

利
根
保
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な
か
ま
の
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係
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メ
ー
ル
投
稿

　

今
月
は
33
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
続
し
て
同
じ
方
の
作
品
を
掲
載
し
な
い
こ
と
と
し
て
い

ま
す
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
絵
手
紙
や
写
真
、
手
作
り
作
品
な
ど
分
野
に
こ

だ
わ
ら
ず
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

沼
田
市
佐
山
町

　

田
村　

武
子
（
夢
の
会
）

沼
田
市
西
原
新
町

　

狩
野　

裕
子
（
夢
の
会
）

ブロック活動
新治3支部合同社協懇談（のぞみ館）新治3支部合同社協懇談（のぞみ館）

　参加者は12人で介護保険全般の話を簡単にして
もらい、 みなかみ町の介護施設の特徴点など聞く
ことができました。
　「ここまで詳しい話は知らなかった」「もっとたく
さんの人に聞いてほしい内容だった」と感想があり
ました。

とね虹の里会場

生協くらしサポートセンター
             ☎0278-22-2300

フードドライブ 「おすそわけ」
６月15日(土)日時 10：00 ～

　  無くなり次第終了
※雨天決行

※詳細は下記へお問い合わせください。

　食品（調味料・乾物・缶詰・レトルト）、日用品（オ
ムツ・生理用品）など随時募集中です。
フードドライブ活動へのご理解、ご協力、ご支援
をお願いいたします。

５月11日・25日(土) 10：00～
　11：00とね虹の里 ＊雨天中止

日時
会場

販売
予定 

生協生協 ハートハート市市

干し芋、たまねぎ、レタス、りんごチップ、お米、つながり丼、
ミニ丼、赤飯、肉みそ、ジャム、パン、にんじん、わさ
び菜、小松菜、ほうれん草、水菜、カステラ（11日のみ）

小学１年生～６年生を対象！！
親子対決しませんか？
　※兄弟の参加も大歓迎！！！
豪華賞品を用意してお待ちして
います。
下記のQRコードよりお申し込
　　　　　みください。

申込締切：５月１８日

☆ 11日のみ、来場者へ炊き込みご飯、なめこ汁を
　　　　無料配布します☆（無くなり次第終了）

出店者
大募集

生協くらしサポートセンター　☎0278-22-2300

生協のイベントや企画のお知らせ
等様々な情報を発信しています。

お友だち
登録は
コチラ
から

お友だち募集中！！

生協くらしサポートセンター
☎0278-22-2300

班会・サークル活動
沼田北支部　ときめき班沼田北支部　ときめき班 沼田東支部　スポーツ吹き矢健康クラブ沼田東支部　スポーツ吹き矢健康クラブ

　職員から認知症についてわかりやすく話をし
てもらえてよかったです。 班会へ参加すること
でみんなと話ができ、 楽しい時間が過ごせるた
め、 次の班会も楽しみです。

　毎週水曜日の午後に会員12～15人で、 フレイル
予防・様々な健康効果を期待して練習を楽しんで
います。 参加者からは「姿勢がよくなり声が出るよ
うになった」などの感想があります。

すこしおレシピコンテスト 最優秀賞受賞
　2023年度、医療福祉生協連の「すこしおレシピコンテスト」において
利根中央病院・管理栄養士　石坂薫さんが、時短減塩レシピ部門にて「包丁を使わない　
キノコとキャベツの豚肉ロール」が最優秀賞に選ばれました。

　野菜摂取量が少ない患者さんにカット野菜で手軽にできる料理
がないかと考えたとき、野菜とタンパク質が摂取でき、食べ応えも
あって塩分も抑えられるこのメニューを思いついたそうです。

●力ット野菜…50g 
●力ットぶなしめじ…30g
●舞茸…20g
●豚肉…60g（薄切3枚）
●こしょう…少々

❶耐熱容器にカット野菜とカットぶなしめじ、一ロ大に割いた舞茸
を入れて、500Wの電子レンジで1分30秒加熱する。

❷豚肉の両面にこしょうを振って下味を付ける。 
❸❶で加熱した野菜ときのこを豚肉に乗せて巻く。 
❹フライパンにごま油を熱し、豚肉の巻き終わりが下になるようにして中火で焼く。 
❺焼き目がついたら裏返し、豚肉に火が通ったらめんつゆ、穀物酢を加えて味を付ける。 
❻お皿に盛り付け、一口大にちぎったサ二ーレタスを添えて完成。

●ごま油…小さじ1
●めんつゆ（ストレート）…大さじ1
●穀物酢…大さじ1
●サニーレタス…10g（1枚）

材料
（1分）

つくり方

子育て応援企画子育て応援企画
   開催のお知らせ   開催のお知らせ

６月８日(土) 
沼田市保健福祉センター ４階

ボッチャ、ディスゲッター、
スカットボール

タオル、飲み物
※マスクの着用をお願いします。

日時

会場

内容

持ち物

9：30～11：30

お問い合わせ先　理事会企画広報委員会
　　　　　　☎0278-22-2300

第4回
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